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情報化が進む現代社会において，多くの人々が日々ネットに触れている．それは子供たちも
同様であり，時代とともにネット利用の若年化が進んでいる．特に，高校生のスマートフォン所
持率は94％と高いものになっている（内閣府 2016）．また，近年は若年層でのSNS上のトラブ
ルも増加傾向にあり、教育的介入が重要視されている．

SNSやインターネット利用における先行研究を概観すると，インターネットの利用には，身体・

精神・社会的にネガティブな影響をもたらすことが明らかとなっている．インターネットによるコ
ミュニケーションはいじめやトラブルにつながるリスクも大きい．また、友人間の孤独感の軽減
やソーシャルサポートの充実など，対人面においてポジティブな影響をもたらすことが明らか
になっている研究もある．しかし，このようにインターネット全体に着目した研究が多く，SNSの
利用に焦点を当てた研究は少ない．

そこで，SNS利用率が高い高校生を対象にし，SNSの使い方について，対人関係における影
響や，SNSの利用やその結果に影響をもたらしている他の要因を検討していく必要がある．
※SNSとはソーシャルメディアの中の一つである．具体的にはLINE，FacebookやTwitter，
Instagramなどが挙げられる．

研究の背景

研究の目的

結果と考察
⑴高校生のSNS利用実態について

アンケート調査の結果，SNSを現在利用していると回答
したものは94.3%であり，ほとんどの対象者が利用してい
た．また，利用しているSNSの種類はLINE(96.9%)が最も
多く，次いでTwitter(75.7%)，Instagram(36.3%)であった．
SNSを利用している期間については，約半数が3年以上利
用していると回答しており，小学生や中学生の頃からSNS

に触れている者も多いということが分かった．SNSの一日
の利用時間については，1時間から2時間の利用と回答し
ている人(20.4%)が最も多いが，5時間以上利用していると
回答した人も10％を超え，長時間利用の傾向がある人も
一定数いた．

SNS利用の目的については，連絡手段(90.8%)，暇つぶ
し(65.9%)，知りたい情報を得る(49.3％)，同じ趣味を持つ
人を探す(30.6%)といった項目の回答が多かった．また，
SNS上でのやりとりの相手については，学校の友人
(95.8%)家族(79.6%)がほとんどであったが，SNS上で知り
合った人(41.1％)という回答も見られ，SNSを通じて交友関
係を広げている者も多くいるということが明らかとなった．

まとめ

引用文献

⑶交互作用の検討

交互作用項を加えて一般化線形モデルにおいて検討し，有意だったものを分析方法の手順
に従って，関連性を図に示した．(図１・図２)

①高校生のSNS利用状況と心理社会的要因、問題行動経験との関連と調整変数を加えた関
連を明らかにすること

②調整変数との交互作用を明らかにすること

研究方法
【時期】2017年3月～6月

【対象者(在籍数)】A高校1.2年生551名，B高校1.2年生541名 有効回答率95.3%

【調査方法】無記名自記式質問紙

【調査内容】①属性(性別，学年) ②SNS利用について(利用するSNSの種類，期間，時間，

相手，目的，使用する情報機器，フィルタリングの有無，学習経験，家庭でのルール)

③SNS効用認知・・・携帯メールの効用認知尺度(五十嵐，2003)の携帯メールという言葉を
SNSに変更して作成した．以下の3因子から構成されている。

利便性：SNSを使うと回りの人に知られずにやりとりができるので便利である，たいしたことの
無い用事でもSNSだと気楽にやり取りができる，等

束縛感：SNSを使っていると自分の行動が常に他人に見張られている気がする，等

親和充足：SNSを使っていると友達の存在がより身近になる，SNSによって友だちとのつなが
りを持てる，等 ④SNS依存度・・・SNS依存尺度(久保ら，2014)

⑤SNS上でのソーシャルサポート・・・ソーシャルサポート尺度(渡辺ら，1999)を参考に作成

⑥SNSを利用する上でのマナー意識・・・高校生がケータイメール利用時に気をつけていること
(大貫ら 2007)という質的研究の結果を参考に6項目を作成

⑦SNSリスク認知・・・SNSリスク認知項目(尾形 2015)の中から３因子を選び，作成(下位尺
度：個人情報投稿のリスク，特定他者との交流のリスク，誹謗中傷のリスク 計11項目)

⑧自己管理スキル・・・自己管理スキル尺度(高橋 2000) ⑨社会的紐帯・・・社会的紐帯の強
さを調べるため，使用する尺度を検討したところ，改訂UCLA孤独感尺度(諸井 1992)の中の

反孤独方向表現項目が適切であると考え，その項目を抽出して作成し，社会的紐帯尺度と本
研究では命名した．

⑩SNS上での被害・加害経験・・・悪口や暴言を言われた (言った)ことがある等，計8項目

【分析方法】

ソーシャルサポートとSNS上でのマナー意識尺度は本研究のために開発し，尺度化したもの

である．それらを分析に用いる際には，確認的因子分析を行って構成概念の妥当性を検討し
た．尺度化されている項目で，尺度の対象者が異なる場合や項目の言葉を変更した場合
(SNS効用認知尺度，SNS依存度尺度，SNSリスク認知，自己管理スキル，社会的紐帯)は確
認的因子分析を用いて検討した．また．SNSの利用とその結果生じる要因との関係性を検討
するために，心理社会的要因(SNS依存度，社会的紐帯，ソーシャルサポート，SNS上での被
害・加害経験)を目的変数，SNSの利用(利用期間，利用時間，SNSに対する意識，利用する
SNSの種類，SNS上のやりとりの相手)と調整変数(リスク認知，自己管理スキル，マナー意
識)，性別，学年，学校を説明変数として一般化線形モデルを用いて分析を行い，非標準化回
帰係数と標準誤差の推定値を得た．

さらに，SNSの利用と心理社会的要因の交互作用の関連性をsimple slope analysis (深谷
2012)の手法に従い，検討した．

伊丹栞(東京学芸大学大学院) 朝倉隆司(東京学芸大学教育学部養護教育講座)

SNSの利用が高校生に与える影響と媒介要因の検討

SNSの学習経験については，学校で教わった(69.7%)が最も多く，学校現場においてもSNSの
教育が行われていることが分かった．しかし，13％の人が学習経験はないと回答しており，同じ
学校でも回答が分かれていた．家庭でのSNS利用におけるルールについては，ルールは特に
決められていないと回答したものが半数を超えており，家では自由にSNSや情報機器を利用し

ている者が多いことが分かった．またルールがあると回答した者のうち，ルールの内容として
は，人の悪口は書かないこと，使用してもよい場所や時間が決まっていること，等が挙げられて
いた．

表2より，TwitterやInstagramの利
用，またSNS上で友人を作ること

で社会的紐帯が強まり，ソーシャ
ルサポートも得られていると感じ
ているが，SNS上での加害・被害

経験も多くなっていることが明ら
かとなった．また，SNSがあるこ

とで友人とつながりが持てたり，
親密感が増すと感じている親和
充足感が高い人ほど，社会的紐
帯が強まり，ソーシャルサポート
も得られていることも明らかに
なった．そして，長時間・長期間
の利用や，SNSに対して束縛感

を感じている人ほど，依存的に
利用したり，SNS上での加害・被

害経験が多くなっていることが明
らかとなった．

⑵一般化線形モデルによる検討

SNSの利用とその結果生じる要因との関係性を検討するために，心理社会的要因(SNS依存
度，社会的紐帯，ソーシャルサポート，SNS上での被害・加害経験)を目的変数，SNSの利用
(利用期間，利用時間，SNSに対する意識，使用するSNS，SNS上のやりとりの相手)と調整変
数(リスク認知，自己管理スキル，マナー意識)，性別，学年，学校を説明変数として一般化線

形モデルを用いて分析を行い，非標準化回帰係数と標準誤差の推定値を得た．その結果を表
2に示した．

本研究の結果より，SNSを利用することによってSNS上での被害・加害経験が増えたり，依存

的な利用をするなどネガティブな影響が見られたが，一方で社会的紐帯が強まったり，ソーシャ
ルサポートを得られたりとポジティブな影響もあることが明らかとなった．
また，SNSを依存的に利用することやSNS上で相手を中傷するなどの加害行為等，不適切な

利用を抑制していくには，単に使用者の利用時間や意識だけに目を向けるだけではなく，個人
のSNS利用におけるリスク認知や，自己管理スキルを高めていくことも効果的である．

平成28年度青少年のインターネット利用環境実態調査 内閣府
五十嵐 携帯メールの効用認知尺度 2003

久保ら 青年におけるアイデンティティ確立とSNSの利用および依存との因果関係の検討 2014

渡邉ら 中学生におけるソーシャルサポートとソーシャルスキル 1999

大貫ら 高校生のケータイメール利用時に重視される社会的スキル 2007

尾形ら 高校生のSNS利用における迷惑行為の被害・加害経験とリスク認知 2015

高橋 保健行動に貢献する自己管理スキルに関する検討 2000

諸井ら 改訂UCLA孤独感尺度の次元性の検討 1992

佐久間 いじめを容認する態度といじめに関わる役割行動に関する検討 2016

深谷 重回帰分析による調整効果(交互作用)の検討 2012

図1より，SNSのリスク認知が高
い群は，SNSの利用時間が長くて
もSNS依存度が低く，SNSリスク認

知の低い群では，利用期間が平
均的あるいは少なくても，SNS依

存度が高いということが明らかと
なった．そのため，SNSを長時間

利用していても，個人の認知スキ
ルを向上させることで，SNSの依

存的な利用を抑制することができ
るということが示唆された．

図2より，自己管理スキルの高い
群では，SNSに対する束縛感得点
が高くてもSNS上での加害経験得

点が低く，自己管理スキルの低い
群では，束縛感得点が低い群で
あってもSNS上での加害経験得点

が高くなっていることが明らかと
なった。そのため，個人の自己管
理スキルを高めることで，SNS上

での加害行為を抑制することがで
きるということが示唆された．
※推定しているモデルが方法で示したものとは
異なっているため，推定周辺平均値は0になって
いない.
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図1一日のSNS利用時間とSNSリスク認知から推定した
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性別

男子 47.4% 男＝0

女子 50.9% 女＝1

学年

1年 51.0%

2年 49.0%

学校

A校 48.2%

B校 51.8%

その他 2.4%

SNS効用認知

利便性 14.8(3.2) 4‐20

束縛感 4.6(2.0) 2‐10

親和充足感 29.0(7.3) 9‐45

SNS依存度 25.5(8.1) 10‐50

社会的紐帯 30.6(6.1) 10‐40

ソーシャルサポート 7.3(2.4) 0‐9

SNSでの加害経験 0.6(1.2) 0‐8

SNSでの被害経験 0.8(1.3) 0‐7

SNS上でのマナー 17.8(3.5) 6‐24

SNSのリスク認知度 46.3(7.7) 11‐55

自己管理スキル 25.4(3.8) 10‐40

表1  分析に用いた対象者の基本的特性(ｎ＝985)

SNSの利用実態

0.29 0.06 0.2** 0.18** 0.49*

0.01 0.02 0.03 0.04 0.72**

SNSに対する意識

0.06 0.03 0.01 0.01 0.07

-0.3** -0.04 0.03 0.06* 0.82**

0.13** 0.08** 0.02** 0.01 0.31**

調整変数

0.62** 0.48 -0.15** -0.006 -1.11**

0.18** 0.001 -0.04** -0.02 -0.41**

0.18** 0.06** 0.01 0.03* 0.19**

　性別(男=0，女=1) -0.57 -0.07 -0.33* -0.03 0.43

　学年 -1.33** -0.07 -0.21 -0.11 -0.44

　学校 1.21** 0.33* -0.28* -0.094 -0.12

twiter 0.94* -0.1 -0.04 -0.06 0.2

instagram 1.49** 0.49** 0.54** 0.25* -0.21

SNSで知り合った友人 1.17* 0.28 0.41** 0.25 -0.06

切片 15.4** 2.93** -1.46* -1.92** 16.7**

表2  一般化線形モデルによる関連

　SNSに対するリスク認知

　自己管理スキル

　SNSを利用する上でのマナー意識

　SNS利用期間

　SNS利用時間

　利便性

　束縛感

　親和充足感

社会的紐帯 SNS依存度説明変数
ソーシャル

サポート

SNS上での

加害経験

SNS上での

被害経験

0.3

0.4

0.5
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図2束縛性得点と自己管理スキルから推定した

SNS上での加害経験得点の推定周辺平均値
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